広告表現における「造形性」に関する研究 : 造形記号が果たす視覚伝達の力を探って by 李 貞允
氏 名 李 貞允（ｲ ｼﾞｮﾝﾕﾝ） 
学 位 の 種 類 博 士（芸 術） 
学 位 記 番 号 甲第 15号 
学 位 授 与 日 平成 20年 3月 23 日 
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当 
論 文 題 目 広告表現における「造形性」に関する研究 
－造形記号が果たす視覚伝達の力を探って－ 
審 査 委 員 主査 教 授 本 江 邦 夫 
副査 教 授 田 口 敦 子 
副査 東京経済大学 教授 岸 志 津 江 










































性を提示する。本論では実物の広告 78 例を造形要素の分類で簡略に分析し、また 
8例の広告を客観的な数値と比率などを用い徹底的な分析を行った。これで造形を 
利用した広告表現分析の手法が裏付けられたと思う。 
３．本論は広告表現から読み取れるあらゆる意味のなか、広告メッセージからの意味で 
はなく視覚化された表現から広告の意味を探ることを試みる。このため本論では記 
号学から「造形記号」という用語を造語し、造形記号の特徴やそれが持っている意 
味、さらに意味作用段階まで述べた。「造形記号」は広告表現の意味解釈はもちろ 
ん、あらゆる視覚表現物をみるのに有用な端緒を提供するだろう。 
４．広告表現の視覚化に至るまでにはどんな過程が行われているのか、インタビューを 
通じて作る側の意味生成を考察してみた。今後の研究課題でもあるが、縦型のプロ 
セスを見直し、横型の広告作りへの新しい視点がもとめられる。 
５．この研究は広告表現を造形でみるという原論的な研究で、これから広がる様々な可 
能性を含んでいる。制作者の感覚が重視た広告や、ある時代と社会・文化を超えた 
広告表現、さらに広がる広告表現の拡張において新しい見方を提示すると思われ
